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介
護
保
険
か
ら
要
支
援
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
ず
す
計
画

　

２
年
後
の
２
０
１
７
年

４
月
か
ら
、
要
支
援
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス
が
新
た
に
創

設
さ
れ
る
「
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
」
に
移
行
さ
せ
ら
れ
ま

す
。

　

介
護
保
険
の
要
支
援
認

定
を
受
け
る
流
れ
と
は
別

に
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
で
市
や
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
対
象
者
か
ど

う
か
判
断
し
、
ど
う
い
う

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
の
か

決
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

ホッ

トコーナー

　

自
治
体
が
子
ど
も
医

療
費
助
成
を
実
施
す
れ

ば
、
医
療
費
が
増
え
る

と
、
国
民
健
康
保
険
へ

の
国
負
担
金
か
ら
ペ
ナ

ル
テ
ィ
と
し
て
、
昨
年

度
も
約
１
０
０
０
万
円

減
ら
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
地
方
創
生
の
新

交
付
金
を
利
用
し
て
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
を

実
施
す
る
と
ペ
ナ
ル

テ
ィ
が
課
せ
ら
れ
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

国
保
の
省
令
で
は
、

国
の
補
助
金
を
受
け
た

場
合
は
、
国
の
政
策
的

判
断
だ
か
ら
ペ
ナ
ル

テ
ィ
の
対
象
に
は
な
ら

な
い
と
し
て
い
ま
す
。

中
村
れ
い
子

48

　

従
来
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
以
外
の
住
民
主
体

の
支
援
も
含
め
た
サ
ー
ビ

ス
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
（
案
）
で
は
、
訪

　

そ
の
他
の
生
活
支
援
と

し
て
、
栄
養
改
善
を
目
的

と
し
た
配
食
、
住
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
見
守
り

を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

国
の
交
付
金
を
利
用
し
て
、

　
子
ど
も
医
療
費
助
成
拡
充
を

訪問型サービス累計の典型例
サービス種別 サービス基準 サービス内容

サービス提供主体
（例）

訪問介護

予防給付の基準を基
本（現行の訪問介護
サービス相当のサー
ビス）

訪問介護員による身
体介護・生活援助 訪問介護事業者

訪問型サービスＡ 訪問介護の人員等を
緩和した基準 生活援助 訪問介護事業者

ＮＰＯ等

訪問型サービスＢ 個人情報保護等の基
準

住民主体の自主活動
として行う生活援助
等

ＮＰＯ
ボランティア等

訪問型サービスＣ 内容に応じた独自の
基準

保健師等による居宅
での相談指導等 市等

訪問型サービスＤ 訪問型サービスＢに
準じる

移行前後の生活支援
等

訪問型サービスＢに
準じる

厚生労働省：「介護予防・日常生活総合事業のガイドライン（案）」より一部抜粋

問
型
サ
ー
ビ
ス
、
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
と
も
に
、
住

民
主
体
の
自
主
活
動
や
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
行
う
こ
と
も
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
人

の
希
望
と
は
関
係
な
く
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
振
り

分
け
ら
れ
、
今
ま
で
通
り

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
可
能

性
が
高
い
で
す
。

通所型サービス類型の典型例
サービス種別 サービス基準 サービス内容

サービス提供主体
（例）

通所介護

予防給付の基準を基
本（現行の訪問介護
サービス相当のサー
ビス）

生活向上のための機
能訓練等 通所介護事業者

訪問型サービスＡ 通所介護の人員等を
緩和した基準

ミニデイサービス、
運動、レクリエーショ
ン等

通所介護事業者
ＮＰＯ等

訪問型サービスＢ 個人情報保護等の基
準

体操・運動等の活動
等自主的な通いの場
等

ＮＰＯ
ボランティア等

訪問型サービスＣ 内容に応じた独自の
基準

生活機能改善するた
めの運動器の機能向
上や栄養改善等のプ
ログラム実施等

市等

厚生労働省：「介護予防・日常生活総合事業のガイドライン（案）」より一部抜粋
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市会議員

中村れい子 市政相談日は

場　所：中村れい子事務所　　　時　間：朝 10時〜昼 12時まで
　　　　別所中の町３−７　TEL ６８１−８４８０／自宅　TEL ６８５−６６８６

毎月、第 2土曜日です

三
島
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

受
け
入
れ
を
断
る
こ
と
が
増
加

　

２
０
１
３
年
度
、
患

者
の
受
け
入
れ
を
断
っ

　

小
児
の
初
期
救
急
医
療

体
制
が
、
高
槻
市
、
島
本

町
に
加
え
て
、
茨
木
市
、

摂
津
市
ま
で
広
が
っ
た
こ

と
で
、
患
者
は
、
前
年
度

の
22
％
増
加
。
ま
た
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

で
、
患
者
が
増
え
28
％
の

増
収
と
な
り
ま
し
た
。

た
理
由
は
、
受

け
入
れ
口
で
あ

る
「
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の

満
床
」
が
一
番

多
く
４
割
近
く

に
な
っ
て
い
ま

す
。
高
齢
化
に
よ
り
、
治

療
に
時
間
が
か
か
る
こ

夜
間
応
急
診
療
所
の
利
用
者
増
加

大
阪
府
が
、
工
事
費
用
を

　
住
民
に
求
め
る
条
例
制
定
へ

集
中
豪
雨
対
策
を

安満遺跡で水田が見つかる

　

年
末
年
始
や
連
休
に

は
、
患
者
が
増
え
待
合
室

や
駐
車
場
の
混
雑
が
ひ
ど

く
な
っ
て
い
ま
す
。
施
設

　

弥
生
時
代
前
期
、
約

２
５
０
０
年
前
の
、
水

田
跡
や
墓
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
今
ま
で
、
住

居
跡
は
見
つ
か
っ
て
い

ま
し
た
が
、
57
枚
の
水

田
が
あ
り
、
１
枚
の
大

き
さ
は
、
10
㎡
か
ら
60

㎡
の
長
方
形
で
、
幅
20

セ
ン
チ
の
あ
ぜ
に
よ

り
、
整
然
と
区
分
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
木
や
土

器
で
つ
く
ら
れ
た
「
ひ

つ
ぎ
」
も
見
つ
か
り
ま

し
た
。
水
田
と
墓
、
住

居
の
跡
が
そ
ろ
っ
た
全

国
で
も
珍
し
い
遺
跡
で

す
。

　

川
の
氾
濫
で
埋
も
れ

た
水
田
の
上
に
は
、
人

の
足
跡
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。住
居
の
跡
に
は
、

女
性
が
使
っ
た
も
の
と

み
ら
れ
る
漆
塗
り
の
く

し
の
破
片
な
ど
が
残
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
の
人
が
、
ど
ん

な
暮
ら
し
を
し
て
い
た

の
か
、
弥
生
文
化
の
は

じ
ま
り
を
知
る
貴
重
な

発
見
で
す
。
日
本
中
か

ら
見
に
来
て
も
ら
え
る

よ
う
に
わ
か
り
や
す
い

保
存
が
必
要
で
す
。

と
、
回
復
期
の
リ
ハ
ビ
リ

病
院
へ
の
転
院
が
決
ま
ら

ず
、
三
島
救
命
救
急
に
長

く
入
院
す
る
こ
と
に
な

り
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
が
常
に
満
床

に
な
り
、
受
け
入
れ
を
断

る
率
が
増
え
て
い
ま
す
。

と
し
て
限
界
が
あ
り
、
対

策
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

高
槻
市
は
大
阪
府
内
で

２
番
目
に
土
砂
災
害
危
険

箇
所
が
多
い
自
治
体
で

す
。

　

市
の
面
積
の
４
割
が
山

間
部
と
い
う
状
況
で
は
、

土
砂
災
害
対
策
は
大
事
で

す
。
大
阪
府
が
調
査
を
し

て
い
ま
す
。
高
槻
市
で
も

過
去
に
災
害
が
起
こ
っ
た

場
所
は
、実
態
調
査
を
し
、

対
策
を
考
え
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

大
阪
府
は
、
対
策
工
事

が
必
要
と
判
断
し
た
急
傾

斜
地
へ
の
工
事
に
対
し

て
、
関
係
す
る
住
民
に
費

用
の
一
部
負
担
を
求
め
る

条
例
を
制
定
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
１
戸
あ
た
り

の
費
用
負
担
の
平
均
額
は

２
０
０
万
円
に
も
な
り
ま

す
。
高
槻
市
は
、
住
民
に

負
担
を
求
め
る
べ
き
で
は

な
い
と
大
阪
府
に
意
見
を

言
っ
て
い
ま
す
。


